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（
ひ
ら
さ
わ
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地
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広
沢
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
湯
川
と
大
川
か
ら
支
流
だ
っ
た
応
湖
川
が
平
沢
の
西

で
ぶ
つ
か
り
波
が
立
っ
て
い
た
の
で
高
瀬
、
合
流
し
広
く
な
っ
て
い
た
の
で
広
沢

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
湯
川
も
改
修
さ
れ
、
平
ら
な
沢
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
「
平
沢
」
と
な
る
。
曹
洞
宗
国
性
寺
は
会
津
三
十
三
観
音
札
所
十
六
番
で
御
詠

歌
は 

「
参
り
来
て 

浮
世
を
こ
こ
に 

忘
れ
置
く 

心
及
ば
ぬ 

広
沢
の
月
」 

平
沢
館
跡 

村
の
北
に
は
、『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
館
跡
が
あ
り
、
室
町
時
代
に
は
二
国

（
新
国
）
若
狭
が
、
三
十
七
メ
ー
ト
ル
四
方
の
広
さ
が
あ
っ
た
。
館
跡
近
く
に
は
、

「
ア
ラ
ハ
バ
キ
神
社
」
が
あ
る
。
そ
の
神
社
の
発
祥
は
、
青
森
県
津
軽
地
方
で
、

製
鉄
集
団
の
神
社
で
あ
る
。
会
津
地
方
で
は
、
平
沢
と
会
津
若
松
市
湊
町
赤
井
に

あ
り
、
南
は
埼
玉
県
秩
父
ま
で
分
布
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廣
澤
山
国
性
寺
（
平
沢
地
区
） 

曹
洞
宗
。
会
津
若
松
市
北
会
津
町
常
徳
寺
の
末
寺
。
本
尊

は
釈
迦
如
来
。
檀
家
数
は
平
沢
地
区
外
を
含
め
て
三
十
九

戸
。 

『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）

林
郭
と
い
う
僧
が
草
創
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
境
内

に
会
津
三
十
三
観
音
の
十
六
番
札
所
の
観
音
堂
が
あ
り
、

一
尺
二
寸
の
聖
観
音
菩
薩
像
を
安
置
し
て
い
る 

荒
鎺
（
あ
ら
は
ば
き
）
神
社
（
平
沢
地
区
） 

氏
子
数
二
十
四
戸
。
祭
礼
は
九
月
八
日
。
宮
司
は
田
中
稲
荷
神
社
。
珍
し
い
神

で
製
鉄
の
神
、
足
腰
の
神
、
客
人
神
な
ど
諸
説
あ
っ
て
縁
起
、
伝
承
不
明
で
あ
る
。

神
社
は
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
頃
に
、
青
森
県
の
津
軽
地
方
か
ら
伝
わ
っ
た
製

鉄
の
神
で
、
会
津
に
は
、
湊
町
赤
井
と
平
沢
の
二
ヶ
所
に
し
か
な
い
。
古
代
史
の

ロ
マ
ン
を
も
感
じ
さ
せ
る
神
社
で
あ
る
。 

な
お
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
前
半
頃
ま
で
は
、
現
在
平
沢
集
落
北
に
あ
る

「
ア
ラ
ハ
バ
キ
神
社
」
の
南
側
に
集
落
が
あ
り
、『
会
津
鑑
』
に
中
心
に
「
平
沢

館
」
が
あ
り
、「
二
国
（
の
ち
に
新
国
）」
氏
が
住
ん
で
い
た
。 
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